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太古の地球と現代をつなぐ貝池の研究 

 

 

甑島貝池 

 

令和３年１２月３日～１２月６日 

山口大学 

齊藤諒介・Lu Zejing・村田理輝・河端康佑 
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１．事業のねらい 

近年の海洋研究により、地球温暖化による影響で海洋の溶存酸素濃度が減少しているこ

とが明らかにされつつある。地球史を振り返れば過去に何度も海洋が無酸素化しており、そ

の度に当時の生態系に影響を与えてきた。甑島長目の浜に位置する貝池は極表層まで無酸

素化しており、世界でも稀有な酸素非発生型光合成細菌である緑色硫黄細菌と紅色硫黄細

菌が生息する生態系が存在している。貝池は太古の海洋が極表層まで無酸素化した時の現

代の類似物となっている。 

この事業では、太古の海洋の類似物である貝池から試料を採取し、太古の海洋への示唆を

得ることを目的とするとともに、地域住民との交流会を開いて、貝池の地質学的な魅力を一

般の方々へ周知しアピールすることを目的とする。 

 

２．実施期間 

 新型コロナウイスル感染症の流行期の合間を縫うように、令和３年１２月３日（金）から

６日（月）にかけて、甑島を訪れ、３泊４日で事業を現地で実施した。 

 

表１ 現地における事業日程内容 

取 組 内 容 実 施 日 備 考 

山口から甑島へ移動 令和 3年 12月 3日 車・フェリー利用 

現地交流会・試料採取 令和 3年 12月 4日 里地区・公民館を利用 

試料採取 令和 3年 12月 5日  

甑島から山口へ移動 令和 3年 12月 6日 車・フェリー利用 

 

３．参加者 

 参加者は、以下の 4名であった。 

齊藤諒介（山口大学 理学部地球圏システム科学科 助教） 

Lu Zejing（山口大学 理学部地球圏システム科学科 博士１年） 

村田理輝（山口大学 理学部地球圏システム科学科 学部３年） 

河端康佑（山口大学 理学部地球圏システム科学科 学部２年） 

 

４．実施概要 

（１）現地交流会（１２月４日） 

 里地区の公民館で、甑島貝池の地質学的意義をアピールするための現地交流会を行った。

交流会のテーマはやや専門的であったにも関わらず、参加頂いた人数は想定よりも多く、１

５人ほど集まったので、貝池への高い関心が伺えた。（下記写真）。交流会では、配布資料を

もとに、参加者全員の自己紹介に始まり、地質学的調査・分析方法（野外調査、岩石薄片観

察、化学分析など）、太古の地球の海洋の無酸素化、貝池の太古の無酸素化した海洋の類似
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物としての重要性、甑島の形成史、過去数十万年間の気候変動、酸素発生型光合成生物と酸

素非発生型光合成生物の違い、地球誕生から今後１０億年の大気酸素濃度変遷、世界でも稀

な紅色硫黄細菌の貝池における存在、貝池研究計画など、多岐にわたって、学生を含めて参

加者全員が貝池の地質学的重要性をアピールした。参加者からは、「貝池を保全していくた

めには、どういうことに気をつけたらよいか」、「あさりやあこや貝の大きさが小さくなり量

が減っているが、何とかその原因を調べられないか」、「地球の気候が今後どうなっていくの

か」等、多くのコメントや質問が飛ぶなど、盛況であった。また、質問にあったように、参

加者からはあさりやアコヤ貝に関する問題が発生していることを聞けるなど、現地でしか

得られない情報を得られてよかった。 

 

 

現地交流会で事業説明する学生＠里地区公民館の様子 

 

（２）試料採取（１２月４日、１２月５日） 

 貝池の試料採取を１２月４日午後、１２月５日終日の２日間に渡っておこなった。試料採

取にあたっては、貝池の位置する長目の浜が国定公園となっていることから、市や県の方に

ご協力頂いて、試料採取の許可を得た後行った。初日は風が強く、予定していた地点に移動

することができなかった、２日目は風が和らぎ、午前から午後にわたって、予定していた地

点において順調に試料の採取を行うことができた。また、予定より早めに終わったので、甑
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ミュージアム恐竜化石等準備室専門職員の三宅優佳氏提供の情報のもと、甑島の海岸沿い

に露出する素晴らしい地層の観察を行い、甑島の島の成り立ちについて学習した。 

 

 

試料採取＠甑島貝池の様子 

 

（３）試料処理（１２月６日～） 

 採取した試料は無事山口大学に持ち帰ることができた。そのままの状態では試料処理が

できないので、まずは試料中の水分を除去するために凍結乾燥を行っている。凍結乾燥を行

った後、化学分析を行う。化学分析にあたっては、太古の海洋無酸素化した時代の岩石と比

較するために、貝池の試料を非加熱のもの、それからさまざまな温度で加熱して、地圏にお

ける岩石化の作用を擬似的に経験させたもの、等を用意して、行う。そして、太古の海洋無

酸素化した時代の岩石中の有機物との比較を行うことで、無酸素化した海洋中における有

機物がどのような変性過程を経て、現在まで保存されてきたのか、初生的な有機物の分布と

比較して、バイアスなどかかるのか、また、どのような情報が変性過程で失われるのか、な

ど太古の海洋無酸素事変を解析する上で、重要な知見を得る。 
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採取した試料の凍結乾燥中の様子 

 

５．事業を通しての学び・成果 

 ここ２年間コロナが流行している中で、現地で事業が実施できるか不安であったが、市

や地元の住民の方々のご協力もあり、無事実施することができたのは大変良かった。今回

は学生が３名参加できたが、コロナの影響で山口県を出て遠出をすることがなかったの

で、県外の新しい環境で、全く知らない人々との交流や世界でも稀有な湖における調査な

ど、大変な刺激になった。また、アサリやアコヤ貝など、現地交流会でしか得られない記

帳な情報も地元の方から得られたのも大変良かった。現在採取した試料は凍結乾燥を行っ

ているが、それが全て終わった後、実験室内における化学分析や試料中に含まれている化

石の調査を行い、太古の海洋への示唆を得ることで、地球史の解明につなげていく。 

 また、今回の調査時期は冬であったために貝池の湖水中における微生物の繁殖があまり

活発ではなく、目的物が湖水中からはほとんど取れなかった。従って、次回の計画として

は、夏から少なくとも秋にかけて調査に行き、微生物が活発に繁殖している時期に訪れ

る。 
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